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   令和 6 年 9 月 3 日 
独立行政法人日本学術振興会

第 40 回（令和 6（2024）年）国際生物学賞の受賞者決定 

アンゲリカ・ブラント博士 (Dr. Angelika Brandt)(ドイツ)

独立行政法人日本学術振興会（理事長 杉野 剛）は、7 月 23 日に国際生物学賞委員会（委員長

藤吉 好則：東京医科歯科大学特別栄誉教授）を開催し、第 40 回国際生物学賞の受賞者をドイ

ツのゼンケンベルク研究所・自然史博物館 教授／フランクフルト大学 教授、アンゲリカ・ブラン

ト博士（62 歳、ドイツ）に決定しましたのでお知らせいたします。

１．国際生物学賞について

国際生物学賞は、昭和 60（1985）年に昭和天皇の御在位 60 年と長年にわたる生物学の御研究を

記念するとともに生物学の奨励を図るため、生物学の研究において世界的に優れた業績をあげ、世

界の学術の進歩に大きな貢献をした研究者に授与することを目的として設けられたものです。また、

本賞の 25 回目を契機に、本賞の発展に寄与されている上皇陛下の長年にわたる魚類分類学（ハゼ

類）の御研究を記念し、今後の生物学の更なる発展を図ることも本賞の趣旨に追加しました。

受賞者には、賞状・賞牌および賞金 1 千万円が贈られます。また、秋篠宮皇嗣殿下からの贈呈品

があります。

２．受賞者について（受賞者の略歴および授賞理由については別添資料を参照ください。） 

アンゲリカ・ブラント博士は、1961 年生まれ。1997 年からドイツのゼンケンベルク研究所・自

然史博物館 教授およびフランクフルト大学 教授。

今回の授賞対象分野は「系統・分類を中心とする生物学（Systematic Biology and Taxonomy）」
です。ブラント博士は、等脚目を中心とした南極海および北太平洋域の深海生物を対象として、系

統学や分類学等の観点から研究を行い、等脚目の新分類体系を提唱し、新たに分類群を発見、命名

するなど、多くの業績をあげてきました。さらに、個人による研究が主流であった分類学において、

数多くの国際研究プロジェクトを推進してきました。ブラント博士のこれまでの数々の業績は、系

統・分類を中心とする生物学における重要な発展を支えるものとして高く評価されるものです。

３．授賞式について 

授賞式は、例年 12 月頃に挙行されておりますが、第 40 回授賞式の日程は後日お知らせいたしま

す。授賞式には、秋篠宮皇嗣同妃両殿下の御臨席をお願いしています。

また、記念シンポジウムを 12 月 21 日（土）に京都において開催予定です。 

報道解禁：令和 6（2024）年 9月 3日（火）15：00以降 
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第 40 回（令和 6（2024）年）国際生物学賞の受賞者決定

令和 6（2024）年 9 月 3 日 
独立行政法人日本学術振興会

独立行政法人日本学術振興会（理事長 杉野 剛）は、7 月 23 日に国際生物学賞委員会（委員長  
藤吉 好則：東京医科歯科大学特別栄誉教授）を開催し、第 40 回国際生物学賞の受賞者をドイツのゼ

ンケンベルク研究所・自然史博物館 教授／フランクフルト大学 教授 アンゲリカ・ブラント博士（62
歳）に決定した。今回の授賞対象分野は「系統・分類を中心とする生物学（Systematic Biology and
Taxonomy）」である。

１．選考の経過 

国際生物学賞委員会のもとに、審査委員会（委員長 寺島 一郎：日本植物学会会長／東京大学名誉

教授）が設置され、国内、国外の合計 1,637 の関係学術機関・団体および有識者に対して推薦依頼状を

送付した。これに応じて推薦された 67 人（被推薦候補者の重複を除いた実数は 20 か国・地域、54 人）

の候補者について、審査委員会は、5 回に及ぶ会議における慎重な審議の結果、アンゲリカ・ブラント

博士を受賞候補者として推薦することを決定した。

今回の決定は、この審査委員会の選考結果に基づいて行われたものである。

２．受賞者について 

氏  名 アンゲリカ・ブラント博士

(Dr. Angelika Brandt)
生年月日 1961 年 12 月 6 日（62 歳）

国  籍 ドイツ 

現  職 ゼンケンベルク研究所・自然史博物館 教授／ 

フランクフルト大学 教授

略  歴 

1992 年     オルデンブルク大学（Ph.D.）
 1992‐1995 年  クリスティアン・アルブレヒト大学キール 博士研究員 
 1995‐2017 年 ハンブルク大学動物学博物館 教授／ハンブルク大学 教授

   2017 年‐現在 ゼンケンベルク研究所・自然史博物館 教授／フランクフルト大学 教授

栄 誉 歴

  1992 年 アネット・バーテルト財団科学賞

2003 年‐現在  リンネ協会 フェロー 
2007 年 Top 10 Scientific Discoveries 2007（タイム誌）

2007 年 アドベンチャー・オブ・ザ・イヤー（ナショナル・ジオグラフィック協会）

2008 年 南極研究科学委員会メダル 

2022 年 カルロ・ハイプ賞（国際生物海洋学協会）
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 ３．授賞理由 

ゼンケンベルク研究所・自然史博物館およびフランクフルト大学の教授であるアンゲリカ・ブラント

博士は、深海域と極域の生物を対象とし、系統学・分類学のほか、生態学、生物地理学、進化等の研究

を幅広く行っている。公表された研究成果は、321 編の学術論文、12 冊の書籍など 507 編にのぼり、こ

れら学術論文の被引用数は 10,000 件を超える。

ブラント博士の深海生物の研究活動・業績は南極域において顕著である。特に、ブラント博士は 13 か

国の約 50 人の科学者が参画する南極域の深海生物調査である ANDEEP（Antarctic Benthic Deep‐
Sea Biodiversity： colonization history and recent community patterns）プロジェクトを主導した。

南極域深海の生物多様性は 19 世紀後半に認識され、多くの調査が行われてきた。そして南極域深海の

動物相は、近隣の深海盆、あるいは大陸棚と関連するのではないかと考えられてきた。しかし極限環境

での調査は困難を極めるため、科学者たちは限られたデータに頼らざるを得ず、実際にどのような生物

が南極域の深海域にいるかを十分に知らずに議論せざるを得なかった。このような状況において、ブラ

ント博士は ANDEEP プロジェクトによる多数の分類群の調査を実現し、南極深海域の種多様性は従来

考えられてきた以上に複雑であり、分類群によっても様々であることを初めて示した。ブラント博士の

北太平洋への一連の深海探検により、100 種を超える新種が発見された。さらに、これらの地域でのデ

ジタル化の取り組みにより、アクセス可能な深海データが 7 倍以上に拡大した。 

分類学の進展に伴い、多くの種が記載されてきた。しかし海洋、特に深海は調査が難しいために、分

類学の最後のフロンティアとして残されてきた。分類学は歴史的に個人あるいは小グループによる研究

が主流を占めるが、深海域のように、調査を実施するにあたって特殊な装備と技術が必要となる水域で

は、グループを組織したプロジェクトをたちあげる必要がある。ブラント博士の新規性と独自性は、個

人による研究が主流であった分類学において、国際共同プロジェクトを推進し、大きな成果をあげた点

にある。また、ブラント博士の献身と熱意は深海研究コミュニティに大きな利益をもたらし、世界で最

も調査が進んでいない生態系のひとつである深海に対する理解を大きく深めた。

このような研究業績を鑑み、ブラント博士が第 40 回国際生物学賞の授賞対象分野「系統・分類を中

心とする生物学」の受賞者として最もふさわしいと判断し、授賞を決定した。 

４．授賞式 

授賞式は、12 月頃に日本学士院（東京都台東区上野公園 7‐32）において実施予定である。 
授賞式には、秋篠宮皇嗣同妃両殿下の御臨席をお願いしている。
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第 39 回（令和 5 年）国際生物学賞 授賞式 

５．記念シンポジウム 

ブラント博士の受賞を記念して、京都大学および日本学術振興会との共催により、記念シンポジウム

を令和 6（2024）年 12 月 21 日（土）に京都において開催する予定である。受賞者の他、系統・分類を

中心とする生物学分野において先駆的な研究を進めている国内外の研究者が最新の研究成果について

講演を行う予定である。 

６．受賞者の研究業績および代表的著作 

研究業績 

ブラント博士はこれまでに、日本海溝、アリューシャン海溝、千島・カムチャツカ海溝、プエルトリ

コ海溝などの世界の様々な深海域で実施された 31 回の調査船による国際的な海洋調査に参画し、多く

の研究業績をあげている。ブラント博士の研究活動と業績は南極域の深海生物において顕著であり、特

筆すべきは、13 か国の約 50 人の科学者が参画する南極域の深海生物調査である ANDEEP プロジェク

トを主導したことである。ANDEEP プロジェクトではウェッデル海とその近隣の水深 748‐6,348 ｍ
で 3 回の調査（ANDEEP I‐III）が実施され、採集された標本から多くの新知見が得られた。例えば、

ブラント博士が専門とする等脚目については 13,046 個体の標本が採集され、これらは 674 種に分類さ

れた。このうち 89 種は既知種であったが、585 種はこの海域からの初記録種で、そのうちの 87％は南

極に固有の新種であった。また、これらの等脚目の標本は本群を含むフクロエビ上目の標本の 35％を占

めた。多毛類は 200 種以上が採集され、81 種が未知の種であった。海綿動物は 76 種で、そのうち 17
種は新種で、37 種は南極初記録種であった。このように、ブラント博士は ANDEEP プロジェクトの調

査結果から、南極深海域は生物多様性がこれまで知られていた以上に極めて高いことを明らかにし、深

海生物相は南極に向かって種多様性が低くなるという従来の考えに疑問を呈する結果となった。

他の深海域の調査においては、例えば北西太平洋（北緯 30‐60 度、東経 120‐180 度）の動物相に

関する業績がある。この深海調査では 1,723 種が採集されている。ブラント博士はこの海域の深海動物

相の図録を編纂し、深海性の 503 の分類群に属する 2,503 の分布記録を示すことで、この海域の深海生

物の分布と種多様性に関する情報を提供した。このブラント博士の国際チームの研究により、標本を採

集した海域の深海動物相に関する知見は 6 倍から 20 倍に拡大した。この情報そのものも生物学的に非

常に重要であるが、生物多様性の保全、およびその持続可能な利用と開発のための基礎となるため、そ

の潜在的価値も同様に重要である。
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等脚目の系統分類学は、ブラント博士が対象とする主要な研究分野の一つであり、学位論文にも本群

の系統分類学が含まれている。ブラント博士は等脚目の系統類縁関係を形態形質に基づいて包括的に推

定し、得られた類縁関係に基づき、本目を 7 亜目、すなわちワラジムシ亜目、Tainisopidea 亜目、

Phoratopidea 亜目、ウオノエ亜目、キクイムシ亜目、ヘラムシ亜目およびコツブムシ亜目に分割する新

たな分類体系を提唱している。このうち、キクイムシ亜目、Tainisopidea 亜目および Phoratopidea 亜

目はブラント博士が新たに命名した分類群で、後 2 者は従来の有扇亜目が分類群として不適切であるこ

とが判明したため、これを分割することで新設された亜目である。ウオノエ亜目に含まれる

Protognathiidae、およびコツブムシ亜目に含まれる Basserolidae 科と Schweglerellidae 科はブラント

博士が新たに命名した分類群である。また等脚目に関しては、ブラント博士は 22 の新属と 100 以上の

新種も発表している。ブラント博士の系統解析の結果から、従来は亜目として認められていたウミナナ

フシ亜目は上科に降格され、ヤドリムシ亜目はウオノエ亜目内の二つの上科に分割・降格された。 

ブラント博士のごく最近の論文の一つ（令和 6（2024）年 5 月出版）でも等脚目が研究されている。

ここでは日本の海洋研究開発機構（JAMSTEC）の調査船「白鳳丸」を用いて千島・カムチャツカ海溝

と日本海溝で実施されたプランクトンネットを装備した底曳網調査で採集された等脚目に焦点を当て

ている。この調査では 28 地点から合計 2,656 個体が採集され、Munnopsidae 科が最多の 1,123 個体

で、他の 4 科で 100 個体を超えていたことなど、この海域における本群の種多様性に関する新知見を得

るとともに、底曳網調査におけるプランクトンネットの有効性を示した。 

 

このようにブラント博士は、35 年以上にわたり一貫して等脚目を中心とした南極海などの深海生物

を対象として系統学や分類学等の観点から研究を行い、国際生物学賞にふさわしい多くの業績をあげて

いる。 
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＜参考＞ 

○ 国際生物学賞（International Prize for Biology） 

国際生物学賞は、昭和 60（1985）年に昭和天皇の御在位 60 年と長年にわたる生物学の御研究を記念

するとともに生物学の奨励を図るため、生物学の研究において世界的に優れた業績をあげ、世界の学術

の進歩に大きな貢献をした研究者に授与することを目的として設けられたものである。また、本賞の 25
回目を契機に、本賞の発展に寄与されている上皇陛下の長年にわたる魚類分類学（ハゼ類）の御研究を

記念し、今後の生物学の更なる発展を図ることも本賞の趣旨に追加した。 
受賞者には、国際生物学賞（賞状、賞牌および賞金 1 千万円）を授与する。 

 
○ 昭和天皇の生物学御研究と国際生物学賞賞牌 

昭和天皇は、長年にわたり相模湾において生物学的調査をお続けになられたが、その間、腔腸動物・

ヒドロ虫類に属するカゴメウミヒドラ科 2 種、即ちカゴメウミヒドラとキセルカゴメウミヒドラの標本

を御採集になった。このうち、後者のキセルカゴメウミヒドラについては新属新種として御記載になっ

た。昭和天皇は、これらの種の外部形態、内部形態、生活環、分類上の位置などについて、くわしく御

研究になり、それによって本科についての知見が著しく増大した。 
これらの種は、いずれも扇状の群体を形成し、枝は何度も分岐し、所々で枝の一部が融合連結してい

る。本科、とくにキセルカゴメウミヒドラの群体の一部がメダル上に図案化されている。 
地金は黒四分一（銅・銀・金の合金）という日本独自の銅合金を用い、文様は、幅の広い部分は 22 金、

狭い部分は純金の象嵌で表している。デザインは、吉田左源二東京芸術大学名誉教授によるものである。 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和天皇が相模湾で御採集に

なり、新属新種として命名記載

された有鞘類のキセルカゴメ

ウミヒドラ 

国際生物学賞 賞牌 
ﾃﾞｻﾞｲﾝ：吉田 左源二 
    （東京芸術大学名誉教授） 
制 作：飯野 一朗 
    （東京芸術大学名誉教授） 
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○これまでの受賞者 

第 1 回 （昭和 60（1985）年、授賞分野は「系統・分類学を中心とする生物学」） 
エドレッド・ジョン・ヘンリー・コーナー博士（英国） 
ケンブリッジ大学名誉教授 

第 2 回 （昭和 61（1986）年、授賞分野は「系統・分類学を中心とする生物学」） 
ピーター・ハミルトン・レーブン博士（米国） 
ミズーリ植物園長 

第 3 回 （昭和 62（1987）年、授賞分野は「発生生物学」） 
ジョン・バートランド・ガードン博士（英国） 
ケンブリッジ大学教授 

第 4 回 （昭和 63（1988）年、授賞分野は「集団生物学」） 
木村 資生博士（日本） 
国立遺伝学研究所名誉教授 

第 5 回 （平成元（1989）年、授賞分野は「海洋生物学」） 
エリック・ジェームズ・デントン博士（英国） 
英国海洋生物学協会研究所（プリマス）元所長 

第 6 回 （平成 2（1990）年、授賞分野は「行動生物学」） 
マサカズ・コニシ博士（米国） 
カリフォルニア工科大学教授 

第 7 回 （平成 3（1991）年、授賞分野は「植物を中心とする機能生物学」） 
マーシャル・デヴィドソン・ハッチ博士（オーストラリア） 
オーストラリア連邦科学産業研究庁主任研究員 

第 8 回 （平成 4（1992）年、授賞分野は「比較生理学」） 
クヌト・シュミットニールセン博士（米国） 
デューク大学教授 

第 9 回 （平成 5（1993）年、授賞分野は「生態学」） 
エドワード・オズボーン・ウィルソン博士（米国） 
ハーバード大学教授 

第 10 回（平成 6（1994）年、授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」） 
エルンスト・マイア博士（米国） 
ハーバード大学名誉教授 

第 11 回（平成 7（1995）年、授賞分野は「細胞生物学」） 
イアン・リード・ギボンス博士（英国） 
ハワイ大学教授 

第 12 回（平成 8（1996）年、授賞分野は「生殖の生物学」） 
柳町 隆造博士（日本） 
ハワイ大学教授 

第 13 回（平成 9（1997）年、授賞分野は「植物科学」） 
エリオット・マーチン・マイエロヴィツ博士（米国） 
カリフォルニア工科大学教授 

第 14 回（平成 10（1998）年、授賞分野は「多様性の生物学」） 
オットー・トーマス・ソルブリーグ博士（米国） 
ハーバード大学教授 

第 15 回（平成 11（1999）年、授賞分野は「動物生理学」） 
江橋 節郎博士（日本） 
日本学士院第２部部長、東京大学名誉教授、岡崎国立共同研究機構生理学研究所名誉教授 

第 16 回（平成 12（2000）年、授賞分野は「発生生物学」） 
シーモア・ベンザー博士（米国） 
カリフォルニア工科大学教授 
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第 17 回（平成 13（2001）年、授賞分野は「古生物学」） 
ハリー・ブラックモア・ウィッティントン博士（英国） 
ケンブリッジ大学名誉教授 

第 18 回（平成 14（2002）年、授賞分野は「進化生物学」） 
根井 正利博士（米国） 
ペンシルベニア州立大学教授 

第 19 回（平成 15（2003）年、授賞分野は「細胞生物学」） 
井上 信也博士（米国） 
ウッズホール海洋生物学研究所勲功科学者 

第 20 回（平成 16（2004）年、授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」） 
トーマス・キャバリエ－スミス博士（英国・カナダ） 
オックスフォード大学教授 

第 21 回（平成 17（2005）年、授賞分野は「かたちの生物学」） 
ナム－ハイ・チュア博士（シンガポール） 
ロックフェラー大学教授 

第 22 回（平成 18（2006）年、授賞分野は「時間生物学」） 
サージ・ダアン博士（オランダ王国） 
グローニンゲン大学教授 

 第 23 回（平成 19（2007）年、授賞分野は、「遺伝学」） 
デビッド･スウェンソン･ ホグネス博士（米国） 
スタンフォード大学名誉教授 

 第 24 回（平成 20（2008）年、授賞分野は、「生態学」） 
ジョージ･デイビット･ティルマン博士（米国） 
ミネソタ大学教授 

第 25 回（平成 21（2009）年、授賞分野は、「感覚の生物学」） 
ウィンスロー・ラッセル･ブリッグス博士（米国） 
カーネギー研究所植物学部門名誉部門長 

第 26 回（平成 22（2010）年、授賞分野は「共生の生物学」） 
ナンシー・アン・モラーン博士（米国） 
イェール大学教授 

第 27 回（平成 23（2011）年、授賞分野は「発生生物学」） 
エリック・ハリス・デヴィドソン博士（米国） 
カリフォルニア工科大学教授 

第 28 回（平成 24（2012）年、授賞分野は「神経生物学」） 
ジョセフ・アルトマン博士（米国） 
パデュー大学名誉教授 

第 29 回（平成 25（2013）年、授賞分野は「進化生物学」） 
ジョセフ・フェルゼンシュタイン博士（米国） 
ワシントン大学教授 

第 30 回（平成 26（2014）年、授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」） 
ピーター・クレイン博士（英国） 
イェール大学教授 

第 31 回（平成 27（2015）年、授賞分野は「細胞生物学」） 
大隅 良典博士（日本） 
東京工業大学フロンティア研究機構栄誉教授 

第 32 回（平成 28（2016）年、授賞分野は「多様性の生物学」） 
スティーブン・フィリップ・ハッベル博士（米国） 
カリフォルニア大学ロサンゼルス校卓越教授 

 第 33 回（平成 29（2017）年、授賞分野は「海洋生物学」 
     リタ・ロッシ・コルウェル博士（米国） 

    メリーランド大学特別栄誉教授、ジョンズホプキンス大学特別栄誉教授 
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第 34 回（平成 30 年（2018）年、 授賞分野は「古生物学」） 
    アンドリュー・ハーバート・ノール博士（米国） 
    ハーバード大学フィッシャー記念教授 
第 35 回（令和元（2019）年、授賞分野は「昆虫の生物学」） 

ナオミ・エレン・ピアス博士（米国） 
ハーバード大学ヘッセル教授 

第 36 回（令和 2（2020）年、授賞分野は「環境応答の生物学」） 
篠崎 一雄博士（日本） 
理化学研究所環境資源科学研究センター特別顧問 

  第 37 回（令和 3（2021）年、授賞分野は「ヒト進化の生物学」） 
     ティモシー・ダグラス・ホワイト博士（米国） 
     カリフォルニア大学バークレー校統合生物学教授 
  第 38 回（令和 4（2022）年、授賞分野は「魚の生物学」） 
     塚本 勝巳博士（日本） 
     東京大学名誉教授 
 第 39 回（令和 5（2023）年、授賞分野は「ゲノム生物学」） 
     リチャード・ダービン博士（英国） 
     ケンブリッジ大学遺伝学部門アル・キンディー教授 


